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フードバレーとかち人材育成事業 事業報告書 

１.事業経緯 
本事業は、平成 19年度～23年度に実施した「地域再生人材創出拠点の形成『十勝アグリバイオ産業創出

のための人材育成』」の実績を引き継ぎ、平成 24年度より、帯広市・国立大学法人帯広畜産大学の共同事業
として実施している。その目的は、チャレンジ精神等をもって、企業経営、異業種参入、起業化、地域の経
済発展に寄与する「リーダーシップ」を発揮する人材を育成することであり、十勝管内の産学官金の各機関
によって組織された運営委員会が事業を運営している。 
 平成 29年度は、ビジネスコース、食品安全管理コース、農業生産者コースの３つのコースを実施すると
ともに、特別講演・講習、連携事業、修了生フォローアップを実施した。総受講者は延べ 162名である。 
平成 28 年度からビジネスコースを帯広畜産大学大学院の単位として認定し、社会人と大学院生の相互啓

発の効果が認められている。 
 

①事業運営体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

②研修コースの概要 

コース 概要 

ビジネスコース 
新事業へのチャレンジや企業活動の効率化、競争力向上に必要な基礎的・応用的知識を習得
することを目的として、基礎編「地域産業活性化に向けた経営論・実習」及び応用編「企業
戦略論・実習」の２つのプログラムを実施した。 

食品安全管理コース 食品衛生管理に関する知識及び実技を習得することを目的として、「食品有害微生物講習（中
級）」「食品有害微生物講習（上級）」を実施した。 

農業生産者コース 農業者、支援団体、農業関連企業のニーズに合わせて開講 
ＧＡＰ(農業生産の工程管理）に関するセミナーを実施した。 

特別講演・講習 食・農畜産業に関する最新の話題や技術を紹介するとともに、本事業における取組みや成果
等を周知することを目的として、広く一般市民を対象としたセミナー・実習等を実施した。 

連携事業 
道内３大学（北見工業大学、東京農業大学、帯広畜産大学）で実施している、食品関連の社
会人や学生向けの人材育成事業の参加者等を対象とした共同セミナーにおいて、情報交換を
通して人的ネットワークの形成を目指して実施した。 

修了生フォローアップ 研修終了後に修了生の事業化や、課題解決を支援した。 

 

運営委員会 

事務局 

構成 
十勝管内の産学官金機関： 
（帯広市、帯広畜産大学、十勝総合振興局、とかち財団、帯広商工会議所、 
 北海道中小企業家同友会とかち支部、帯広信用金庫、北洋銀行、 
北海道銀行、北陸銀行、農業･食品産業技術総合研究機構、畜産試験場、 
十勝農業試験場家畜改良センター） 
役割 
本事業の目標と推進体制の策定・ 管理および進捗状況と成果の評価、管理を行う。 

構成 
帯広市、帯広畜産大学、とかち財団、北海道中小企業家同友会とかち支部 
役割 
受講生募集・選考、カリキュラム作成、事業運営、予算管理、実施計画ほか 
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２.事業実績 

コース・講習名 実施期間 実施時間 受講料 募集 
定員 受講者数 

内社会人 
修了者数 

内社会人 

内大学院生 内大学院生 

ビジネスコース 

 

地域産業活性化に向けた経営論 H29.6.19～ 
H29.8.14 約３時間×8講 20,000円 10名 22名 

11名 
22名 

11名 
11名 11名 

企業戦略論 H29.10.5～ 
H29.11.29 約 3時間×9講 20,000円 10名 16名 

8名 
14名 

7名 
8名 7名 

食品安全管理コース 

 

食品有害微生物講習（中級） H29.9.6～ 
H29.9.8 7時間×3日 30,000円 8名 7名 

7名 
7名 

7名 
－ － 

食品有害微生物講習（上級） H30.1.23～ 
H30.1.25 7時間×3日 50,000円 6名 1名 

1名 
1名 

１名 
－ － 

農業生産者コース  

 

ＧＡＰセミナー 
「ＧＡＰ概論」 

H30.3.22 

2時間×1講 

無料 各 20名 28名 

28名 ※17名 17名 
ＧＡＰセミナー 
「ＧＡＰリスク管理」 2時間×1講 

－ － － ＧＡＰセミナー 
「リスク評価の事例紹介」 2時間×1講 

特別講演・講習 

 

特別講習「食品衛生講習」 H29.5.9 6.5時間×１日 無料 15名 15名 15名 
－ 

－ 
平成 29年度 報告会 
特別講演「現在の農業の捉え方」 H30.1.26 約 1時間×1講 無料 50名 60名 54名 

－ 
6名 

連携事業 

 

合同特別セミナー 
「地域を彩る食物語」 

H30.1.10～ 
H30.1.11 2日間 無料 － 3名 2名 

－ 
1名 

合同特別セミナー 
「３大学合同セミナーin畜大」 

H30.1.20～ 
H30.1.21 ２日間 無料 － 10名 

9名 
－ 

1名 

合計 
    162名 

135名 
61名 

43名 
27名 18名 

※農業生産者コースの受講生のうち修了要件を満たした方の数 
修了生フォローアップ 

 
平成 28年度修了生 個別対応 － － － 1名 1名 

－ 
－ 

平成 29年度修了生 個別対応 － － － 1名 1名 
－ 

－ 
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有料講習の分析 

○受講参加企業・団体 ： １７ 

 

○受講生男女別人数  ： 男性２８人：女性１８人（延べ人数） 
 社会人 大学院生 合計 

男性 19 9 28 

女性 8 10 18 

合計 27 19 46 

 

○受講生の年齢構成（平均年齢３２歳）（延べ人数） 

 

 

 

 

 

 
○参加企業住所（人数）（延べ人数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○参加企業住所（人数）（延べ人数） 
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資料 1.有料講習アンケート結果 

Ｑ１.当事業・各コースを知ったきっかけ（複数回答）（対象者：31名、回答者：22名） 

 
 

Ｑ２.各コースの満足度（対象者：各コースの受講生、回答者数：コース名に併記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※食品有害微生物講習（上級）は「おおむね良い」の評価だった。 
（受講生 1名のためグラフ化はしていない） 

 

Ｑ３.受講してよかった点（複数回答）（対象者：31名、回答者：22名） 
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食品安全管理コース 
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微生物講習 

（中級）（7名) 
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資料 2.修了生の活動状況（新聞記事および事務局に寄せられた情報より抜粋） 

＜事例 1＞ 有限会社中田食品 貴戸武利（平成 25年度修了生） 

・十勝産大豆 100％を使用した初の飲料「お豆腐屋さんの濃い豆乳」を発売。 

 農商工等連携事業に認定され、十勝産大豆を使った味付き豆腐やおからせんべいの改良・開発等の販路拡大に

取り組んでいる。 

 

＜事例 2＞株式会社しんかーず 松下長正（平成 25年度修了生) 

・就労支援事業所における宅配配食サービスの他に将来の就職を目指す障害者が利用する「えーる」の事業の１

つとして、接客などの就労訓練を兼ね、エスタ帯広西館に土曜日限定のいなりずしを販売。 

来春には、特別支援学校高等部などを卒業した人に、就職に向けた学びの場を提供する「スクオーラ」を開設

予定。 

 

＜事例 3＞晴 café 景山善美（平成 28年度修了生） 

・低糖質スイーツを開発し、「低糖オーブン」のブランド名で販売を開始。十勝産大豆とナッツを使った 

「おはようグラノーラ」が人気を集めている。 

 

＜事例 4＞多機能型就労施設「TEnoHIRA」 清野真知（平成 28年度修了生） 

・利用者が製作した革製品などが並ぶアンテナショップ「思い出工房ＴＥｎｏＨＩＲＡ（てのひら）」を施設内に

オープン。エゾシカの皮を使った子ども向けの靴「ファーストシューズ」等を販売している。 

 

＜事例 5＞池田町地域おこし協力隊 ブドウ・ブドウ酒研究所 髙橋 悠（平成 27年度修了生） 

・研究所で醸造する「十勝ブランデー」の消費拡大を目指し活動。2 月には音更町のイベント「彩凛華（さいり

んか）」会場で冬のブランデーの飲み方を提案する企画を実施した。 

 

＜事例 6＞nakaichi  asia business 中村 真也（平成 29年度修了生） 

・アジアの市場と北海道十勝をつなぐ個人商社を立上げ、北海道十勝の魅力をアジア全域に発信している。日本

国内では、「いつでも大豆」販売促進アドバイザーとして豆腐、納豆に続く「第 3の大豆加工品」の販売拡大に

アドバイスを行っている。 

 

＜事例 7＞浦幌町地域おこし協力隊 森 健太（平成 29年度修了生） 

・うらほろスタイル推進地域協議会が取り組む「若者のしごと創造事業」で開発した、ハマナス化粧品の販売を

担う会社「ｃｉｏｋａｙ（チオカイ）」の社長に就任。ハマナスを使い開発した化粧品は地域資源を使った美容

品コンテスト「ジャパンメイド・ビューティーアワード」にて審査員賞を受賞。 

 

＜事例 8＞帯広畜産大学 大学院１年 森下 貴成（平成 29年度修了生） 

・農業・酪農の人手不足の解消や、地方の地域活性を目指し 12 月に起業。今後は短期間の農業・酪農体験移住

体験プランなどを企画予定。 
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資料 3．会議開催状況 

運営委員会 

第 1回 平成 29年 4月 18日（火）14:00～14:30 

 議題：１．平成 28年度決算報告について 

２．平成 29年度スケジュールについて 

 

第 2回 平成 29年 11月 27日（月）（持ち回り） 

議題：１．講義内容の変更について 

２．共同事業計画書の変更について 

 

第 3回 平成 30年 2月 9日（金）（持ち回り） 

議題：１．講義内容の変更について 

２．共同事業計画書の変更について 

 

第 4回 平成 30年 3月 27日（火）13:30～14:00 

 議題：１．平成 29年度事業報告について 

    ２．平成 30年度事業計画（案）について 

 

 

 

事務局会議 

第 1回 平成 29年 4月 11日（火）（持ち回り）  

 議題：１．平成 28年度 事業報告について 

    ２．平成 29年度 年間予定について 

    ３．特別講習 食品衛生講習の募集案内の決定について 

 

第 2回 平成 29年 4月 27日（木）16:30～17:15 

 議題：１．ビジネスコース（地域産業活性化に向けた経営論）（企業戦略論）募集要項の決定について 

２．修了生フォローアップについて 

 

第 3回 平成 29年 6月 23日（金）（持ち回り） 

 議題：１．フードバレーとかち人材育成事業 受講後に関するアンケート調査について 

 

第 4回 平成 29年 10月 27日（金）16:15～17:00 

 議題：１． 平成２９年度 報告会について 

 議題：２．食品安全管理コース 食品有害微生物講習の開催コースの変更について 
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第５回 平茂 29年 11月 15日（水）（持ち回り）  

 議題：１．平成 29年度 報告会 募集案内の決定について 

 議題．２ ３大学合同セミナー（帯広畜産大学）の実施・募集案内の決定について 

 

第６回  平成 30年 1月 9日（火）11:00～12:00 

 議題：１．農業生産者コース ＧＡＰセミナーについて  

 議題：２．修了生フォローアップについて 

 

第７回  平成 30年 2月 23日（金）10:00～11:00 

 議題：１．農業生産者コース ＧＡＰセミナー 募集案内の決定について 

 議題：２．平成 29年度事業報告書について 

 

第 8回 平成 30年 3月 19日（月）10:00～11:00 

議題：１．平成 29年度事業報告書について 

議題：２．平成 30年度共同事業計画書について 

 

 

 

 

 

 


